
★
ロ
シ
ア
と
ベ
ラ
ル
ー
シ

二
〇
二
二
年
一
月
四
日
、
中
日
新
聞
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー

ス
は
次
の
よ
う
に
伝
え
ま
し
た
。

中
央
ア
ジ
ア
の
旧
ソ
連
構
成
国
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
大
統
領
府

は
二
日
、
死
刑
制
度
を
廃
止
し
た
と
発
表
し
た
。

ロ
シ
ア
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
、
死
刑
制

度
を
疑
問
視
す
る
国
際
的
な
世
論
を
背
景
に
、
二
〇
〇
三
年
に

死
刑
の
執
行
を
停
止
。
ト
カ
エ
フ
大
統
領
は
死
刑
制
度
を
廃
止

す
る
意
向
を
示
し
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
旧
ソ
連
圏
で
死
刑

制
度
が
残
る
の
は
「
欧
州
最
後
の
独
裁
国
家
」
と
称
さ
れ
る
ベ

ラ
ル
ー
シ
だ
け
と
な
っ
た
。
た
だ
、
二
〇
〇
九
年
に
憲
法
裁
判

所
が
死
刑
宣
告
を
禁
じ
た
ロ
シ
ア
で
は
こ
の
二
〇
年
余
り
、
野

党
指
導
者
や
反
政
権
記
者
の
暗
殺
が
相
次
い
で
い
る
。

【
モ
ス
ク
ワ=

小
柳
悠
志
】

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
援
助
し
た
ベ
ラ
ル
ー

シ
の
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
大
統
領
が
独
裁
と
い
わ
れ
る
の
は
、

憲
法
を
変
え
て
ま
で
建
国
以
来
大
統
領
の
座
を
保
持
し

て
い
る
か
ら
で
す
。
同
様
に
プ
ー
チ
ン
大
統
領
も
憲
法

を
変
え
、
長
期
政
権
を
保
っ
て
い
ま
す
。

★
ア
メ
リ
カ
と
日
本

ア
メ
リ
カ
の
ブ
ッ
シ
ュ
元
大
統
領
（
息
子
）
は
六
年

間
の
テ
キ
サ
ス
知
事
時
代
に
一
五
二
人
の
死
刑
を
執
行

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
一
人
の
州

知
事
に
よ
る
死
刑
執
行
数
と
し
て
は
最
高
記
録
で
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
な
ど
に
よ
り
、
再
審
無
罪

に
な
る
事
件
が
過
去
に
一
〇
〇
件
以
上
あ
り
、
無
実
の

人
を
国
家
が
殺
し
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
日
本
で
は
安
倍
元
首
相
が
首
相
在
任
中
に
四
九
人

の
死
刑
を
執
行
し
ま
し
た
。

ブ
ッ
シ
ュ
元
大
統
領
は
あ
り
も
し
な
い
疑
惑
を
突
き

付
け
て
イ
ラ
ク
に
侵
攻
し
ま
し
た
。
安
倍
元
首
相
も
戦

争
が
で
き
る
国
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
二
人
の

元
指
導
者
の
政
治
姿
勢
と
執
行
数
の
多
さ
を
顧
み
る
と
、

死
刑
制
度
と
戦
争
に
は
強
い
相
関
関
係
が
あ
り
、
国
家

が
様
々
な
理
由
を
つ
け
て
人
を
殺
す
論
理
を
押
し
つ
け

る
姿
が
見
え
て
く
る
よ
う
で
す
。

★
中
国
・
北
朝
鮮
・
ベ
ト
ナ
ム

中
国
は
死
刑
執
行
の
人
数
を
公
表
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

年
間
数
千
人
と
み
ら
れ
ま
す
。

北
朝
鮮
、
ベ
ト
ナ
ム
も
執
行
数
は
非
公
表
で
す
が
、

多
数
の
執
行
が
行
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
に
よ
る
と
、
二
〇
二
一
年
の
全
世
界

で
の
死
刑
執
行
件
数
は
、
こ
の
三
国
を
除
く
一
八
ヵ
国

で
五
七
九
件
で
し
た
。

残
念
な
が
ら
日
本
も
一
八
ヵ
国
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

★
イ
ギ
リ
ス

イ
ギ
リ
ス
で
は
エ
ヴ
ァ
ン
ス
事
件
（
一
九
四
九
年
に

イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
で
起
こ
っ
た
冤
罪
事
件
。
妻
と

幼
い
娘
を
殺
害
し
た
と
し
て
死
刑
が
執
行
さ
れ
た
が
、

後
に
え
ん
罪
の
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
死
後
恩
赦
が
認

め
ら
れ
た
）
が
イ
ギ
リ
ス
の
死
刑
制
度
廃
止
の
発
端
と

な
り
ま
し
た
。
一
九
六
五
年
、
五
年
間
の
死
刑
の
停
止

を
定
め
た
法
律
が
成
立
。
一
九
六
九
年
、
謀
殺
罪
に
対

す
る
死
刑
が
全
廃
。
一
九
九
八
年
、
反
逆
罪
及
び
暴
力

を
用
い
た
海
賊
行
為
罪
の
死
刑
並
び
に
軍
法
犯
罪
の
死

刑
廃
止
。
（
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
死
刑
全
廃
）

★
カ
ン
ボ
ジ
ア

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
一
九
八
九
年
に
死
刑
制
度
を
憲
法
で

廃
止
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ポ
ル
・
ポ
ト
派
の
政
権
時

代
、
死
刑
制
度
を
利
用
し
て
反
体
制
派
や
政
権
に
と
っ

て
邪
魔
な
人
物
を
容
赦
な
く
死
刑
に
処
し
、
大
量
虐
殺

を
引
き
起
こ
し
た
か
ら
で
す
。

死
刑
は
だ
れ
の
た
め
、
何
の
た
め

死
刑
制
度
は
被
害
者
・
遺
族
の
た
め
に
あ
る
と
思
う
の
は

幻
想
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
権
力
者
、
国
家
の
た
め
に
利
用
さ
れ

る
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
。
死
刑
制
度
が
犯
罪
を
抑
止
す
る

と
い
う
の
も
幻
想
で
、
最
近
は
む
し
ろ
死
刑
に
な
り
た
い
と

言
っ
て
殺
人
を
犯
す
現
象
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
カ
ン
ボ
ジ

ア
な
ど
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
大
量
虐
殺
の
手
段
に
使
わ
れ

る
事
も
あ
り
ま
す
。
誰
の
た
め
、
何
の
た
め
の
死
刑
制
度
な
の

か
、
冷
静
に
共
に
考
え
ま
し
ょ
う
。(

Ｋ
Ａ
Ｎ)

死
刑
制
度
は
だ
れ
の
た
め
、
何
の
た
め
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
？

死
刑
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

東
京
拘
置
所
の
そ
ば
で
死
刑
に
つ
い
て
考
え
る
会
「
そ
ば
の
会
」

東
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